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                          は   じ   め   に

  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋（エフトラン・プラス）は、汎用機／オフコン／Ｕｎｉｘなどのホストのファ
イル転送データと、パソコンの標準であるＷｉｎｄｏｗｓファイルとのデータ交換をする汎用性
の高いファイル変換ユーティリティです。Ｗｉｎｄｏｗｓファイル間のデータ変換もできます。

  Ｗｉｎｄｏｗｓ９８／９５  または  ＷｉｎｄｏｗｓＮＴ／２０００上の３２ビットアプリ
ケーションとして動作します。

  ソースプログラム、バイナリファイル、ランダムファイル、プリント形式ファイルなどを変換
する基本機能に加え、コンマ区切り（ＣＳＶ）形式対応など、市販ソフトとのデータ交換に適し
た強力なデータ加工・編集機能を備えています。また、各種漢字コードに対応し、拡張漢字にも
本格対応しています。さらに、ＣＯＢＯＬの数値項目等（ゾーン形式、パック形式、２進形式、
ＢＣＤ形式）にも対応しています。

  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋は、さまざまなホストとパソコンの連携利用を強力に支援します。その高い汎
用性、高性能、高機能が有効に活用されることを願ってやみません。

  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋のマニュアルには、導入編、解説編、コマンド編、マルチレコード編（本書）、
プログラム応用偏があります。マルチレコード編（本書）の構成はつぎのとおりです。

  第１章  Ａｔｌａｓ９８とは？
      Ａｔｌａｓ９８の概要を説明しています。
  第２章  Ａｔｌａｓ９８の文法
      Ａｔｌａｓ９８の文法を説明しています。
  第３章  Ａｔｌａｓ９８の使用法
      Ａｔｌａｓ９８の使用方法を説明しています。
  第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例
      Ａｔｌａｓ９８の利用例を説明しています。
  第５章  マップ解析
      マップ解析の機能と操作を説明しています。

                         Ａll Ｒights Ｒeserved, Ｃopyright©Ｆujitsu ＢＳＣ 1997-2000
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                          本書で用いる表記法

        ●本文と画面のパラメータ類の表記法

        ｛Ａ｜Ｂ｜Ｃ｝      Ａ、Ｂ、またはＣのうち、どれか１つを選択します。
                            省略はできません。
          Ａ
          Ｂ                同上。
          Ｃ
        （Ａ／Ｂ／Ｃ）      同上。
        ［Ａ］              Ａは省略できます。
        ［Ａ／Ｂ／Ｃ］      Ａ、Ｂ、またはＣのうち、どれか１つを選択します。
                            省略が可能で、その場合、下線を引いたＢを選択した
                            ものとみなします。
          Ａ
          Ｂ                同上。
          Ｃ
        （Ａ／［Ｂ］／Ｃ）  同上。ただし、［  ］でくくったＢを選択したものと
                            みなします。
        Ｘ  ・・・          Ｘ類を  Ａ  Ｂ  Ｃ  のように列挙します。
        ｎ、ｎｎ、＜ｎ＞    １０進数を指定します。
                                （＜＞は表記上の記号で、入力はしません）
        ｘｘＨ              １６進でｘｘです。Ｈを省くこともあります。
        ↓                  改行を意味します。リターンキーのシンボルです。
        ａ                  下線部を入力します。
        ａｂｃ↓            下線部を入力し、リターンキーを押します。
        ＣＴＲＬ＋Ａ        コントロール（ＣＴＲＬ）キーを押しながら、Ａキー
                            を押します。コントロールＡと読みます。
        ＾Ａ                同上。
        ｄ：                ドライブＡ：やＣ：など、任意のドライブ指定を表し
                            ます。

◆注意  ----  実画面と少し差異がある
  本書に示す画面と実際の画面には、若干の差異がある場合があります。あらかじめ、ご了承く
ださい。
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第１章  Ａｔｌａｓ９８とは？                                                         

                   １．１  Ａｔｌａｓ９８とは？

  ＣＯＢＯＬのプログラムでは、よくＯＣＣＵＲＳ句を使ってくり返し項目をまとめたり、ＲＥ
ＤＥＦＩＮＥＳ句を使って条件によって項目の定義を変えたりします。順ファイル処理ではごく
普通の手法だといってよいでしょう。

  従来のＦ＊ＴＲＡＮ＋でこれらに対応するのは大変でした。まず、くり返し項目を記述する方
法がなく、必要回数マップの指定をくり返して書いてもらっていました。マルチレコードレイア
ウトはもっと大変で、レコードタイプ毎に別々に変換してから別プログラムで再合成してもらう、
などの方法をとっていました。Ｆ＊ＴＲＡＮ＋だけでは変換できなかったのです。また、一部の
レコードだけ抜き出して変換したいとか、逆に一部のレコードをスキップして変換したいなどの
要望もありましたが、これも無理でした。

  これらの問題を解決すべく生まれたのが、Ａｔｌａｓ９８（アトラス９８）です。これは、今
までの ／ＭＡＰオプション（マップ設定）の拡張言語で、くり返しを記述する「Ｌｏｏｐ文」、
多分岐を記述する「Ｓｅｌｅｃｔ文」、処理をまとめる「手続き」があります。この３つを利用
することで、ほとんどのパターンの順ファイルが変換可能になったといっても過言ではありませ
ん。

  Ａｔｌａｓ９８は、マップ設定（／ＭＡＰオプション）の拡張言語です。つまり、マップ設定
（／ＭＡＰオプション）では、Ａｔｌａｓ９８言語を使わずに、従来のパラメータをそのまま指
定することもできます。つまり、従来のマップ設定（／ＭＡＰオプション）との上位互換が保た
れています。そして、Ａｔｌａｓ９８を使用することにより、より拡張された機能を使うことが
できます。
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                                                         第１章  Ａｔｌａｓ９８とは？

                １．２  何ができるようになるか？

  Ａｔｌａｓ９８の導入によって、以下のことが実現できるようになります。

  ■くり返し項目が記述できる。

  ■集団項目のくり返しや、多重にネストしたくり返しもできる。
  
  ■項目の内容に応じて、レイアウトを変えることができる。

  ■項目の内容に応じ、その項目を変換し分けることができる。

  ■条件に合ったレコードを抽出して変換することができる。

  ■条件に合ったレコードを除外して変換することができる。

  ■特定のレコード／項目で、変換を中断することができる（レコード単位、ファイル単位）。

  ■ヘッダレコードなど、特定位置のレコードを別レイアウトで変換することができる。

  ■ヘッダレコード、トレーラレコード、エンドレコードなどを削除することができる。

  ■レコード番号指定で、特定範囲のレコードだけ変換することができる。

  ■一定のサイクルで同じパターンのレコードがあるファイルを変換することができる。
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第１章  Ａｔｌａｓ９８とは？                                                         
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第２章  Ａｔｌａｓ９８の文法                                                         

                   ２．１  Ａｔｌａｓ９８の構文

■Ａｔｌａｓ９８の構文

  Ａｔｌａｓ９８の構文は、つぎの１３文です。

        Ａｔｌａｓ                --->      Ａｔｌａｓ宣言

          Ｐｒｏｃ                --->      手続き開始
          ＥｎｄＰｒｏｃ          --->      手続き終了

          Ｌｏｏｐ                --->      くり返し開始
          ＥｎｄＬｏｏｐ          --->      くり返し終了

          Ｓｅｌｅｃｔ            --->      多分岐開始
            Ｃａｓｅ              --->      条件指定
            ＥｌｓｅＣａｓｅ      --->      その他条件
          ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ      --->      多分岐終了

          Ｃａｌｌ                --->      手続きの呼び出し
          Ｒｅｔｕｒｎ            --->      手続きからの復帰
          Ｂｒｅａｋ              --->      構造からの抜け出し
          Ｑｕｉｔ                --->      処理の中断

  Ａｔｌａｓ９８には、くり返しを記述するための「Ｌｏｏｐ文」、多分岐を記述するための「Ｓ
ｅｌｅｃｔ文」、処理をまとめるための「手続き」があります。とくにＳｅｌｅｃｔ文は、Ｐａ
ｓｃａｌ言語のｃａｓｅ文、Ｃ言語のｓｗｉｔｃｈ文、Ｖｉｓｕａｌ  Ｂａｓｉｃのｓｅｌｅｃ
ｔ ｃａｓｅ文などに似ていますが、はるかに強力な構文として、Ａｔｌａｓ９８の中核機能を
なしています。

  Ａｔｌａｓ９８は、構造化された言語です。Ａｔｌａｓ９８には、Ｇｏｔｏ文がありません。
その代わり、柔軟な脱出機構があります（Ｂｒｅａｋ文、Ｒｅｔｕｒｎ文、Ｑｕｉｔ文）。

  Ａｔｌａｓ９８は、ＣＯＢＯＬの仕様である最大１０進１８桁の数値の扱いを保証しています。
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                                                         第２章  Ａｔｌａｓ９８の文法

◆注意  ----  Ａｔｌａｓ構文を指定する時の決まり事（コマンド型での指定）

  ・Ａｔｌａｓ構文は、Ｍａｐ文との区別のため、ブレース（｛と｝）でくくる必要があります。
  ・Ａｔｌａｓ構文のキーワードは短縮できません。
  ・Ａｔｌａｓ構文のキーワードの大文字、小文字は区別されません。
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第２章  Ａｔｌａｓ９８の文法                                                         

                   ２．２  Ａｔｌａｓ９８の文法

■Ａｔｌａｓ文（Ａｔｌａｓ宣言）

  Ａｔｌａｓ構文の使用を宣言します。

          ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

  マップ設定（／ＭＡＰオプション）にＡｔｌａｓ構文を指定する場合は、必ずＡｔｌａｓ宣言
から始めます。

■Ｐｒｏｃ文（手続き開始）

　ＥｎｄＰｒｏｃ文（手続き終了）

  Ｐｒｏｃ構造は、複数の文（Ｍａｐ文、Ａｔｌａｓ文）をまとめ、１つのまとまった手続きを
構築します。

          ｛手続き名：Ｐｒｏｃ｝
                  Ｍａｐ文  または  Ａｔｌａｓ文
          ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝

  マップ設定（／ＭＡＰオプション）にＡｔｌａｓ構文を指定する場合は、Ａｔｌａｓ宣言をし
た後に、１つないし複数の手続きを指定します。手続きは再帰呼び出しができますが、入れ子に
はできません。

  １番最初の手続きが自動的に主手続きになります。Ａｔｌａｓ指定の実行は、常に主手続きの
先頭から始まり、主手続きから復帰時に終了します。

  手続き名は、英大文字（Ａ～Ｚ）、英小文字（ａ～ｚ）、数字（０～９）、全角文字で構成され
ます。ただし、先頭が数字であってはいけません。また、全角スペースを含んではいけません。
英大文字と英小文字は区別されません。手続き名の長さは、１６文字以内で指定します。２重定
義はできません。手続き名は省略できません。手続き名は任意ですが、主手続きに与える手続き
名は習慣的に「ｍａｉｎ」または「メイン」を用います。

  ＥｎｄＰｒｏｃ文で、手続きを終了します。
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                                                         第２章  Ａｔｌａｓ９８の文法

■Ｌｏｏｐ文（くり返し開始）

　ＥｎｄＬｏｏｐ文（くり返し終了）

  回数の決まったくり返し構造を構築します。

          ｛[構造名：]Ｌｏｏｐ　回数｝
                  Ｍａｐ文  または  Ａｔｌａｓ文
          ｛ＥｎｄＬｏｏｐ｝

  構造名は、英大文字（Ａ～Ｚ）、英小文字（ａ～ｚ）、数字（０～９）、全角文字で構成されま
す。ただし、先頭が数字であってはいけません。また、全角スペースを含んではいけません。英
大文字と英小文字は区別されません。構造名の長さは、１６文字以内で指定します。２重定義は
できません。構造名は省略できます。
  Ｌｏｏｐ文で、くり返しの回数（０～３２７６７）を指定します。
  ＥｎｄＬｏｏｐ文で、くり返し指定を終了します。

■Ｓｅｌｅｃｔ文（多分岐開始）

　Ｃａｓｅ文（条件指定）

　ＥｌｓｅＣａｓｅ文（その他条件）

　ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ文（多分岐終了）

  多分岐構造を構築します。Ｓｅｌｅｃｔ構造の主な使い方は、マルチレイアウト変換への適用
と、条件つき変換（抽出変換、除外変換）です。

          ｛[構造名：]Ｓｅｌｅｃｔ　選択型｝
                  セレクタ（Ｍａｐ文）
            ｛Ｃａｓｅ　範囲並び１｝
                  Ｍａｐ文  または  Ａｔｌａｓ文
            [｛Ｃａｓｅ　範囲並び２｝
                  Ｍａｐ文  または  Ａｔｌａｓ文]…
            [｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
                  Ｍａｐ文  または  Ａｔｌａｓ文]
          ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
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第２章  Ａｔｌａｓ９８の文法                                                         

  構造名は、英大文字（Ａ～Ｚ）、英小文字（ａ～ｚ）、数字（０～９）、全角文字で構成されま
す。ただし、先頭が数字であってはいけません。また、全角スペースを含んではいけません。英
大文字と英小文字は区別されません。構造名の長さは、１６文字以内で指定します。２重定義は
できません。構造名は省略できます。

  Ｓｅｌｅｃｔ文の選択型の指定は、つぎの３つです

      Ｉｎｔ      整数型（Ｉｎｔｅｇｅｒ）
      Ｄｅｃ      小数型（Ｄｅｃｉｍａｌ）
      Ｓｔｒ      文字列型（Ｓｔｒｉｎｇ）

  セレクタとは、多分岐の基準になる項目のことで、各Ｃａｓｅ値と比較されます。有効なＭａ
ｐ文を１つ指定します。
  セレクタに指定したＭａｐ文の変換結果は自動的に捨てられ、その変換はなかったことにされ
ます。もし、変換結果も必要なら、同じＭａｐ文をＣａｓｅ文やＥｌｓｅＣａｓｅ文の後に再度、
指定します。

  選択型と有効なセレクタの組み合わせは、下表の組み合わせになります。

      Ｍａｐ文              Ｉｎｔ ／ Ｄｅｃ     Ｓｔｒｉｎｇ
      DispZone／ZoneDisp           ○                 ×
      DispPack／PackDisp           ○                 ×
      DispBin ／BinDisp            ○                 ×
      ZonePack／PackZone           ○                 ×
      ZoneBin ／BinZone            ○                 ×
      PackBin ／BinPack            ○                 ×
      ZoneZone／PackPack           ○                 ×
      BinBin                       ○                 ×
      Ｎｕｍｅｒｉｃ  ※           ×                 ×
      Ａｎｋ                       ×                 ○
      Ｋａｎｊｉ                   ×                 ○
      ＫａｎｊｉＭｉｘ             ×                 ○
      ＢＹ                         ○                 ×

      ※Ｎｕｍｅｒｉｃ変換は数値比較も文字列比較もできない。
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                                                         第２章  Ａｔｌａｓ９８の文法

  Ｃａｓｅ文は、変換する条件を指定します。Ｓｅｌｅｃｔ文には、少なくとも１つのＣａｓｅ
文を含まなければなりません。

          ｛Ｃａｓｅ　範囲並び｝

  範囲並びは、Ｃａｓｅ文を実行すべき値、あるいは値の範囲を１つ、または、コンマで区切っ
て複数指定します。範囲はＡ．．Ｂの形式で示し、両端の値を範囲に含みます。たとえば、「Ａ．．
Ｂ，Ｃ，Ｄ」は「ＡからＢ、またはＣ、またはＤ」を意味します。

  整数型の範囲並び指定
          [-]ｎ                     （(-)はマイナス符号、ｎは最大１８桁）
          Ｍｉｎ                    最小値
          Ｍａｘ                    最大値

  小数型の範囲並び指定
          [-]ｎ．ｍ                 （(-)はマイナス符号、ｎとｍは合わせて最大１８桁）
          Ｍｉｎ                    最小値
          Ｍａｘ                    最大値

  文字列型の範囲並び指定
          ’ 文字列 ’                 文字列は最大２５６文字で、半角(’)でくくる

※(’),(*),(?)は(¥’),(¥*),(¥?)で表し、(¥)自身は(¥¥)で表す
          Ｓｐａｃｅ                空白文字列（半角、全角の空白からなる文字列）
          ＬｏｗＶａｌｕｅ          ００Ｈ…の文字列
          ＨｉｇｈＶａｌｕｅ        ＦＦＨ…の文字列    ※ＡＮＫ変換表をＦＦ→ＦＦ

  に変更する必要がある。

  文字列の比較は、ホスト側文字列であれば、Ｗｉｎ側文字列に変換した文字列の比較を行いま
す。基本的にＪＩＳ８／シフトＪＩＳコード順で大小比較をしますが、連続する空白はＣａｓｅ
値、セレクタ値ともに 1 個の空白にまとめてから比較します。文字の大小関係の法則はつぎの
とおりです。

 LowValue ＜ ANK 制御文字(01～1FH) ＜ 空白 ＜ ANK ＜ 全角文字(空白除く) ＜ HighValue

  ＥｌｓｅＣａｓｅ文は、その他の場合の変換方法を指定します。ＥｌｓｅＣａｓｅ文は省略で
きます。

  ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ文で、多分岐指定を終了します。
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■ＢＹ変換

  Ｍａｐ文の一種として、ＢＹ変換が新設されました。ＢＹ変換は、与えられたＭａｐ式の値を
セレクタ値に変換します。Ｍａｐ式の中には「~システム変数名」の形でシステム変数を記述す
ることができます。これによって、システム変数の値によって分岐することができます。

          ＢＹ  Ｍａｐ式（システム変数）

  指定できるシステム変数は、つぎの３つです。

      ~ＳｙｓＲｅｃＮｕｍ      レコード番号（０～）
      ~ＳｙｓＲｅｔｕｒｎ      返り値（Ｒｅｔｕｒｎ文で代入された値）
      ~ＳｙｓＢｒｅａｋ        ブレークコード（Ｂｒｅａｋ文で代入された値）

  指定例  ：  ＢＹ  ~ＳｙｓＲｅｃＮｕｍ￥￥４    レコード番号を４で割った余り値
                                                （セレクタ値は０～３の値になる）
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■Ｃａｌｌ文（手続きの呼び出し）

  手続きを呼び出します。

          ｛Ｃａｌｌ  手続き名｝

  手続き名は、Ｐｒｏｃ文で指定した手続き名を指定します。

■Ｒｅｔｕｒｎ文（手続きからの復帰）

  手続きから復帰します。

          ｛Ｒｅｔｕｒｎ  [整数値｜システム変数名]｝

  返り値として、整数値（－３２７６８～３２７６７）、または、システム変数を返すことがで
きます。返り値を省略すると、返り値は不定になります。

  システム変数は、つぎの３つです。

      ＳｙｓＲｅｃＮｕｍ      レコード番号（０～）
      ＳｙｓＲｅｔｕｒｎ      返り値（Ｒｅｔｕｒｎ文で代入される）
      ＳｙｓＢｒｅａｋ        ブレークコード（Ｂｒｅａｋ文で代入される）

  実行時に｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝に達した時は、｛Ｒｅｔｕｒｎ  ０｝が実行されたとみなされま
す。
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■Ｂｒｅａｋ文（構造からの抜け出し）

  Ｌｏｏｐ構造、Ｓｅｌｅｃｔ構造から抜け出します。

          ｛Ｂｒｅａｋ  [構造名]［，整数値｜システム変数名］｝

  構造名を省略すると、そのＢｒｅａｋ文が直接属しているＬｏｏｐ構造／Ｓｅｌｅｃｔ構造を
抜け出し、構造名を指定すると、指定されたＬｏｏｐ構造／Ｓｅｌｅｃｔ構造を抜け出します。

  その時にブレークコードを指定することができます。ブレークコードは、手続きが開始時に自
動的に０にセットされます。Ｂｒｅａｋ文では、ブレークコードとして整数値（－３２７６８～
３２７６７）、または、システム変数の値を指定します。これを、その後のＳｅｌｅｃｔ文で判
定することができます。なお、ブレークコードはＣａｌｌ文の実行に影響されません。

  システム変数は、つぎの３つです。

      ＳｙｓＲｅｃＮｕｍ      レコード番号（０～）
      ＳｙｓＲｅｔｕｒｎ      返り値（Ｒｅｔｕｒｎ文で代入される）
      ＳｙｓＢｒｅａｋ        ブレークコード（Ｂｒｅａｋ文で代入される）

■Ｑｕｉｔ文（処理の中断）

  処理を中断します。

          ｛Ｑｕｉｔ [ＲｅｃＳｋｉｐ｜ＲｅｃＤｏｎｅ][，Ｃｏｎｔｉｎｕｅ｜ＥＯＦ]｝

  ＲｅｃＳｋｉｐ      処理中のレコードの処理をスキップします。
                      そのレコードのそこまでの変換結果は放棄されます。
  ＲｅｃＤｏｎｅ      処理中のレコードの処理を完了します。
                      そのレコードのそこまでの変換結果は有効になります。
  Ｃｏｎｔｉｎｕｅ    そのファイルの処理を継続します。
  ＥＯＦ              そのファイルの処理を中断・完了します。
                      そのファイルのそこまでの変換結果は有効になります。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第３章

　Ａｔｌａｓ９８の使用法
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                   ３．１  Ａｔｌａｓ９８モード

  マップ設定（簡易）ウインドウでＡｔｌａｓ９８を設定します。

     ①   ③  ④                        ②                        ⑤

①Ａｔｌａｓボタンをクリックして、Ａｔｌａｓモードにします。
  再度、Ａｔｌａｓボタンをクリックすると、従来互換モードに戻ります。ただし、
  フロー欄にＡｔｌａｓ設定がある状態では、従来互換モードに戻ることはできません。
  マップ設定（簡易）ウインドウを開いた時にＡｔｌａｓ設定がある場合には、
  自動的にＡｔｌａｓモードになります。
②セルポインタがフロー欄にある場合に、Ａｔｌａｓ設定（コメントを含む）選択肢のボタン
  が表示されます。このボタンをクリック、または、割り付けられたキー入力を行なうと、
  Ａｔｌａｓ設定ウインドウが開きます。
③Ａｔｌａｓ設定の内容が表示されるフロー欄です。セルをダブルクリックして、
  Ａｔｌａｓ設定ウインドウが開き、Ａｔｌａｓの構文設定を簡単に行なうことができます。
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④このボタンをクリックすると、フロー欄の入力内容を検査します。
  入力されたＡｔｌａｓ設定が正しければ、設定内容を整形して再表示します。
  誤りがあれば、エラーメッセージを出力します。
⑤ＯＫボタンをクリックした時にも、フロー欄の入力内容を検査します。

＜Ａｔｌａｓ設定ウインドウ＞

  つぎのＡｔｌａｓ設定ウインドウで、Ａｔｌａｓの構文設定を行います。設定する構文のキー
ワードを選択すると、キーワードに沿った設定項目が右側に表示されます。

●マップ設定（詳細）でのＡｔｌａｓ設定
  マップ設定（詳細）でＡｔｌａｓ設定を行う場合は、Ａｔｌａｓ文をブレース（｛と｝）でくく
る記述を行います。Ｆ＊ＴＲＡＮ＋をコマンド型で実行する際の／ＭＡＰ指定の記述、または、
その時に使用するパラーメタファイルの記述の仕方も同様です。詳しくは、次章の使用法を参照
してください。
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                  ３．２  Ａｔｌａｓ９８の使用法

■Ａｔｌａｓ９８を使わない場合

  まず、ＡｔｌａｓモードでＡｔｌａｓ９８を使わない方法を１つ見てみましょう。

  フロー欄というのが先頭にあります。ここにコメントやＡｔｌａｓ９８の処理を書きます（コ
メントは右端のコメント欄にも書けます）。この例ではマップの設定がある行にコロン（：）が
表示されているだけです。このコロンはレベルマークといって、入れ子の状態を分かりやすくす
る記号です。利用者が入力するものではないことを、最初に断っておきます。
  そうすると、これは特に何も指定していないマップで、従来のマップ設定と意味は変わらない
ことが判ると思います。ここは重要なところです。つまり、積極的にＡｔｌａｓ９８の機能を使
わないかぎり、従来のマップ設定と互換性があるのです。今までの利用者の資産は、１つも無駄
にはなりません。
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■Ｌｏｏｐ文を使う方法

  では手始めに、Ａｔｌａｓ９８の一番簡単な機能を使ってみましょう。Ａｔｌａｓ９８で一番
簡単なのは、Ｌｏｏｐ文です。これは、固定回数だけマップをくり返すものです。最初の例を８
回くり返すとしたら、こんなふうになります。

  Ｌｏｏｐ　８～ＥｎｄＬｏｏｐというのは、この中を８回くり返せという意味です。

◆注意  ----  Ａｔｌａｓ９８のルール
  Ａｔｌａｓ９８は、次のルールに従わなければなりません。

      コメントや空行を除く実質的な先頭に、Ａｔｌａｓ　９８と書くこと
      実行したい部分をＰｒｏｃ～ＥｎｄＰｒｏｃでくくり、手続きという単位にすること

  最低限これを守らないと、文法違反になります。Ｐｒｏｃの行の「ｍａｉｎ」は手続き名で、
適当な名前を指定してもかまいませんが、習慣的に「ｍａｉｎ」または「メイン」を使います。
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■簡単なＳｅｌｅｃｔ文を使う方法

  さあ、これでＡｔｌａｓ９８プログラムの最小限の構造は分かりました。次は、簡単なＳｅｌ
ｅｃｔ文の使い方です。
  最初に述べたとおり、Ｓｅｌｅｃｔ文は主にマルチレイアウト変換に使います。マルチレイア
ウトで一番多い例は、レコードの先頭１バイトでレコード区分を示すものです。たとえば、こん
なレコード区分になっているファイルを考えます。

      ’１’  ヘッダレコード
      ’２’  ボディーレコード
      ’８’  トレーラレコード
      ’９’  エンドレコード

  このフォーマットのファイルを変換するには、

      先頭１バイトを変換してみて、
      値が１なら、ヘッダレコード用のマップを実行し、
      値が２なら、ボディーレコード用のマップを実行し、
      値が８なら、トレーラレコード用のマップを実行し、
      値が９なら、エンドレコード用のマップを実行する。

  ということが書ければよいことが分かります。実際、この流れのとおり書けるのです。見てみ
ましょう。
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  簡単ですね。他の高級言語を知っている方なら、とてもやさしいと思います。
  Ｓｅｌｅｃｔ　Ｉｎｔ（Ｓｅｌｅｃｔ　Ｉｎｔｅｇｅｒ）というのは、整数値で場合分けする
ということです。そして、その次に書いた「ゾーン・表示　ｕ１」が実行されます。といっても、
テストのための実行ですから、その項目の値が得られたら実行はなかったことにされます。そし
て、各Ｃａｓｅの値とつぎつぎに比較していき、Ｃａｓｅの値が同じところを実行するのです。
そのＣａｓｅが終わると、ＥｎｄＳｅｌｅｃｔまで飛んで終了ということになります。



22

第３章  Ａｔｌａｓ９８の使用法                                                       

■途中からマルチレイアウトになる場合

  では途中まで同じレイアウトで、途中の区分項目によって後半のパターンが変化するという、
つぎのような例を考えてみましょう。

       項  番        レコードタイプ１           レコードタイプ２
       １（共通）    Ａｎｋ        １０         Ａｎｋ        １０
       ２（フラグ）  ゾーン・表示  ｕ１（＝１） ゾーン・表示  ｕ１（１以外の値）
       ３            パック・表示  ｓ５             なし
       ４            パック・表示  ｓ５             なし
       ５            パック・表示  ｓ５             なし
       ６            パック・表示  ｓ５             なし
       ７            パック・表示  ｓ５             なし

  これは、こんなふうに指定できます（Ｌｏｏｐ文も使ってみましょう）。

  何でも入れ子状に書ける様子がよく分かります。「ゾーン・表示　ｕ１」をＣａｓｅ、Ｅｌｓ
ｅＣａｓｅのところに再指定しているのに注意してください。そうしないと、そのゾーン形式の
項目がＳｅｌｅｃｔに「食われて」しまうと考えてください。
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■複数の手続きを使う場合

  ところで、ボディーレコード用のマップが何十行もあったらどうすべきでしょうか。そこに書
けばいいだけだともいえますが、Ｓｅｌｅｃｔ～ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ構造が短くまとまっていた
ほうが、判りやすくなります。ボディーレコード用のマップを、外にくくり出してみましょう。
そして、それを呼び出すようにします。マップのくくり出しには、Ｐｒｏｃ～ＥｎｄＰｒｏｃを
使います。手続きをこんな具合にもう１つ作るのです。

      ボディー：Ｐｒｏｃ
            ボディーレコード用のマップ
      ＥｎｄＰｒｏｃ

  そしてこれを呼び出すには、元のところに

      Ｃａｌｌ  ボディー    と書きます。全体は、こんな具合になります。
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■不要なレコードを捨てる場合

  さて、最初の例に戻ってボディーレコードしか要らない場合、つまりヘッダレコード、トレー
ラレコード、エンドレコードは捨てるという処理が必要なら、どう書くのでしょうか。Ｃａｓｅ
には、どんな場合かをコンマ（，）で区切って列挙できるので、まずこんなふうに書けます。

  Ｃａｓｅ　１，８，９は「１、８、または９なら」という意味です。その下に書いたＱｕｉｔ
文がポイントです。Ｑｕｉｔ文をデフォルトのまま書くと、「そのレコードを捨てよ」という意
味になります。つまり上の例は、「値が１、８、または９のレコードは捨てよ」と指定したこと
になります。
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  Ｓｅｌｅｃｔ文には「その他の場合」という指定もできます。具体的には、Ｃａｓｅの代わり
にＥｌｓｅＣａｓｅと書いてやればよいのです。すると、前頁の例は、つぎのように書くことも
できます。
  これで、「その他の場合はそのレコードを捨てよ」と指定したことになります。
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■小数項目による分岐を行う場合

  ここまで、整数で分岐させる例を見てきましたが、この他に小数項目の値によって分岐させる
方法と、文字列項目の値によって分岐させる方法があります。
  小数項目によって分岐させるには、Ｓｅｌｅｃｔ　Ｄｅｃ（Ｓｅｌｅｃｔ　Ｄｅｃｉｍａｌ）
を使います。ＣＯＢＯＬのピクチャがＳ９Ｖ９９のような項目の値によってレイアウトが分かれ
る、次のようなファイルを考えます。

        範    囲                      レコード区分
      －９．９９  ～  －０．０１      マイナスレコード
        ０．００                      ゼロレコード
        ０．０１  ～    ９．９９      プラスレコード

  範囲を「ＡからＢまで」と指定するには、「Ａ．．Ｂ」と書きます。また、～以上、～以下とい
う指定をしやすくするＭｉｎ．．と．．Ｍａｘという指定方法があります。これを使ってみましょ
う。上の例は次のように書けます。ちなみにＭｉｎ、Ｍａｘは整数のときにも使えます。
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  「Ｍｉｎ．．－０．０１」は「－０．０１以下なら」と読めばよいですし、「０．０１．．Ｍａ
ｘ」は「０．０１以上なら」と読めばよいのです。
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■文字列による分岐を行う場合

  ではＳｅｌｅｃｔ文を文字列で分岐させる、下表のような例を考えてみましょう。

      ’Ａ０’  ～  ’Ａ９’      タイプＡレコード
      ’Ｂ０’  ～  ’Ｂ９’      タイプＢレコード
      ’Ｃ０’  ～  ’Ｚ９’      タイプＣＺレコード
      ’ＺＺ’                    エンドレコード（途中に現れたらそこで中断）

  これは、こんなふうに書けます。

  Ｓｅｌｅｃｔ　Ｓｔｒ（Ｓｅｌｅｃｔ　Ｓｔｒｉｎｇ）と書くと、文字列による比較になりま
す。’Ａ０’．．’Ａ９’は「Ａ０からＡ９までなら」という意味になります。
  ’ＺＺ’の場合の「Ｑｕｉｔ　ＲｅｃＳｋｉｐ，ＥＯＦ」とは、「ＺＺなら、ここでこのファ
イルの処理を終えよ」という意味です。
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■レコード番号による分岐を行う場合

  先頭１～数レコードだけ別レイアウトで、その後にはボディーレコードが続くといったファイ
ルもよくあります。Ａｔｌａｓ９８には、レコード番号をもとに変換し分ける方法も用意されて
います。

  「レコード番号が何番か」と聞くには、

      Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ
          ：                ＢＹ  ~ＳｙｓＲｅｃＮｕｍ

  と書きます。このＳｙｓＲｅｃＮｕｍはシステム変数の１つで、Ｆ＊ＴＲＡＮ＋が自動的にレ
コード番号をセットします。

  では、先頭レコードだけ別レイアウトの場合を考えてみましょう。こんなふうになります。

  ちなみに、先頭レコードのレコード番号は０です。
  一定周期でくり返し同じレイアウトが出てくるようなファイルも、この応用で変換できます。
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第３章  Ａｔｌａｓ９８の使用法                                                       

■脱出文の使用法

  条件によって、くり返しを中断したいことがあります。このときは、Ｂｒｅａｋ文やＲｅｔｕ
ｒｎ文を用います。Ｂｒｅａｋ文は、Ｌｏｏｐ構造やＳｅｌｅｃｔ構造から抜け出すための文で
す。一方、Ｒｅｔｕｒｎ文は、手続きから抜け出すための文です。なお、先に述べたＱｕｉｔ文
も脱出文の１つです。

  Ｂｒｅａｋ文は、おもにＬｏｏｐ構造からの抜け出しに使います。２重ループからの脱出もで
きます。脱出条件はＳｅｌｅｃｔ文で判定します。

  ７桁のパック形式項目（４バイト）の配列があるとします。６４エントリで１レコードです。
このとき、値が９９９９９９９ならそのレコードはそこまでで変換を中断する例を考えてみます。
全体をループにして、

      ＸＸ：Ｌｏｏｐ  ６４
          ：
          ：  ＸＸループの中身
          ：
      ＥｎｄＬｏｏｐ

  と書きます。このループにＸＸという名前（構造名）を付けていることに注意してください。
また、このループから脱出する部分は、

      Ｓｅｌｅｃｔ　Ｉｎｔ
          ：  ＰａｃｋＤｉｓｐ  ｕ７
      Ｃａｓｅ  ９９９９９９９
          --ＸＸから脱出する
          Ｂｒｅａｋ  ＸＸ
      ＥｌｓｅＣａｓｅ
          ：  ＰａｃｋＤｉｓｐ  ｕ７
      ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ

  と書きます。まとめると、つぎのようになります。
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  同じことを手続きとＲｅｔｕｒｎ文を使えば、次のようになります。
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第３章  Ａｔｌａｓ９８の使用法                                                       
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                                                       第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第４章

　Ａｔｌａｓ９８の利用例
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第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例                                                       

                  ４．１  Ａｔｌａｓ９８の利用例

■従来互換

  Ａｔｌａｓ９８モードで、Ａｔｌａｓ文を使わない例を示します。

        ＜パラメータファイルの記述＞
        --
        --　Ａｔｌａｓ９８を使わないＭａｐ
        --
            ａｎｋ              １０
            ａｎｋ              １０
            ｋａｎｊｉ          ３２
            ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ５
            ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｓ３．２
            ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｓ５．２
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                                                       第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例

■Ａｔｌａｓ９８化

  Ａｔｌａｓ９８を、最も単純に使った例です。

        ＜パラメータファイルの記述＞
        --
        --　Ａｔｌａｓ９８を、単純に使う
        --
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ａｎｋ              １０
            ａｎｋ              １０
            ｋａｎｊｉ          ３２
            ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ５
            ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｓ３．２
            ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｓ５．２
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例                                                       

■単純なくり返し

  レコードの後半が、同じパターンを２５回くり返します。

        ＜パラメータファイルの記述＞
        --
        --単純ループ
        --
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ１
            ｋａｎｊｉ          ６４
            ｛Ｌｏｏｐ  ２５｝
                ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｓ５．２
            ｛ＥｎｄＬｏｏｐ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例                                                       

■２重ループ

  単純な２重ループが２回あります。
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        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ａｎｋ              ２２
            ｛Ｌｏｏｐ  １０｝
                ａｎｋ              １
                ｛Ｌｏｏｐ  ５｝
                    ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｓ３．２
                    ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｕ４．１
                ｛ＥｎｄＬｏｏｐ｝
            ｛ＥｎｄＬｏｏｐ｝
            ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ５
            ｛Ｌｏｏｐ  ８｝
                ａｎｋ              １
                ｛Ｌｏｏｐ  ４｝
                    ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｓ３．２
                    ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｕ４．１
                ｛ＥｎｄＬｏｏｐ｝
            ｛ＥｎｄＬｏｏｐ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例                                                       

■マルチレイアウト変換を１つの手続きで設定する

  ホストからＷｉｎへ、先頭の項目が’１’のときヘッダレコードとして、’２ ’のときボディ
ーレコードとして、’９ ’のときエンドレコードとして変換します。その他のレコードは無視し
ます。
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        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ１
            ｛Ｃａｓｅ  １｝
                ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ１        --ヘッダレコード用のＭａｐ文
                ａｎｋ              １０
            ｛Ｃａｓｅ  ２｝
                ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ１        --ボディーレコード用のＭａｐ文
                ｋａｎｊｉ          ２０
            ｛Ｃａｓｅ  ９｝
                ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ１        --エンドレコード用のＭａｐ文
                ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｓ３．２
            ｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
                ｛Ｑｕｉｔ　ＲｅｃＳｋｉｐ，Ｃｏｎｔｉｎｕｅ｝
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例                                                       

■複数の手続きを活用する

  ホストからＷｉｎへ、先頭の項目が’１’のときヘッダレコードとして、’２ ’のときボディ
ーレコードとして、’９ ’のときエンドレコードとして変換します。その他のレコードは無視し
ます。
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        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ１
            ｛Ｃａｓｅ  １｝
                ｛Ｃａｌｌ  ヘッダ｝
            ｛Ｃａｓｅ  ２｝
                ｛Ｃａｌｌ  ボディー｝
            ｛Ｃａｓｅ  ９｝
                ｛Ｃａｌｌ  エンド｝
            ｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
                ｛Ｑｕｉｔ  ＲｅｃＳｋｉｐ，Ｃｏｎｔｉｎｕｅ｝
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝

        ｛ヘッダ：Ｐｒｏｃ｝
            ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ１        --ヘッダレコード用のＭａｐ文
            ａｎｋ              １０
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝

        ｛ボディー：Ｐｒｏｃ｝
            ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ１        --ボディーレコード用のＭａｐ文
            ｋａｎｊｉ          ２０
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝

        ｛エンド：Ｐｒｏｃ｝
            ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ１        --エンドレコード用のＭａｐ文
            ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｓ３．２
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例                                                       

■ボディーレコードのみ変換する

  Ｗｉｎからホストへ、先頭の項目が’２’のときだけボディーレコードとして変換します。そ
の他のヘッダレコードやエンドレコードは無視します。
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        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                  ｄｉｓｐｚｏｎｅ    ：ｕ１
            ｛Ｃａｓｅ  ２｝
                  ｄｉｓｐｚｏｎｅ    ：ｕ１
                ”ａｎｋ              ：１０”
                ”ｋａｎｊｉ          ：２０”
                ｛Ｌｏｏｐ  ３１｝
                    ｄｉｓｐｐａｃｋ    ：ｕ４．１
                    ｄｉｓｐｚｏｎｅ    ：ｓ２
                ｛ＥｎｄＬｏｏｐ｝
                  ａｎｋ              ：１５
                  ａｎｋ              ：１５
            ｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
                ｛Ｑｕｉｔ  ＲｅｃＳｋｉｐ，Ｃｏｎｔｉｎｕｅ｝
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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■変換を中断する

  Ｗｉｎからホストへ、先頭の項目が’Ｂ’のときだけボディーレコードとして変換します。た
だし、途中で’Ｚ’のレコードが現れたら、そこでこのファイルの変換を中断します。この’Ｚ’
のレコードは変換結果に含めません。
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        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｓｔｒ｝
                ａｎｋ              １
            ｛Ｃａｓｅ  ’Ｂ’｝
                ｛Ｃａｌｌ  ボディー｝
            ｛Ｃａｓｅ  ’Ｚ’｝
                ｛Ｑｉｕｔ  ＲｅｃＳｋｉｐ，ＥＯＦ｝
            ｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
                ｛Ｑｕｉｔ  ＲｅｃＳｋｉｐ，Ｃｏｎｔｉｎｕｅ｝
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝

        ｛ボディー：Ｐｒｏｃ｝
            ａｎｋ              １０
            ｋａｎｊｉ          ２０
            ｛Ｌｏｏｐ  ３１｝
                ｄｉｓｐｐａｃｋ    ５：ｕ４．１
                ｄｉｓｐｚｏｎｅ    ２：ｓ２
            ｛ＥｎｄＬｏｏｐ｝
            ａｎｋ              １５
            ａｎｋ              １５
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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■空白とゾーン形式を変換し分ける

  空白（空項目）と０を区別して変換します（空項目にゾーン・表示変換をかけると０になって
しまうため、文字列型を指定して判定します）。

        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｓｔｒ｝
                ａｎｋ              ４
            ｛Ｃａｓｅ  Ｓｐａｃｅ｝
                ａｎｋ              ４
            ｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
                ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ４
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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■９９９で変換を止める

  パック形式の配列（２５６個／レコード）を変換します。そのとき、値が９９９の項目が見つ
かったら、その直前まででそのファイルの変換を中断します。

        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｌｏｏｐ  ２５６｝
                ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                    ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｕ３
                ｛Ｃａｓｅ  ９９９｝
                    ｛Ｑｕｉｔ  ＲｅｃＤｏｎｅ，ＥＯＦ｝
                ｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
                    ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｕ３
                ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
            ｛ＥｎｄＬｏｏｐ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例                                                       

■ＦＦ…（ハイバリュー）の詰まったレコードをスキップする

  オールＦＦ（ハイバリュー）のレコードは削除レコードの意味としているシステムがあります。
これをスキップします。

        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｓｔｒ｝
                ａｎｋ              ＊
            ｛Ｃａｓｅ  ＨｉｇｈＶａｌｕｅ｝
                ｛Ｑｕｉｔ  ＲｅｃＳｋｉｐ，Ｃｏｎｔｉｎｕｅ｝
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
                ａｎｋ              １０        --通常のＭａｐ
                ｋａｎｊｉ          ２０
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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■負の売上を返品とみなす

  返品レコードなどの場合、項目分けを変えたいことがあります。Ｍｉｎ、Ｍａｘを利用すると、
正負の指定ができます。

        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｓ１０
            ｛Ｃａｓｅ  ０．．Ｍａｘ｝
                ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｓ１０        --売上用Ｍａｐ
                ａｎｋ              １０
            ｛Ｃａｓｅ  Ｍｉｎ．．－１｝
                ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｓ１０        --返品用Ｍａｐ
                ｋａｎｊｉ          ２０
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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■先頭レコードだけ別レイアウト

  ホストからＷｉｎへ、先頭レコードだけヘッダレコードとして変換し、それ以降は本来のレコ
ードとして変換します。レコードタイプを示す項目はありません。

        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                ＢＹ                 ~ＳｙｓＲｅｃＮｕｍ
            ｛Ｃａｓｅ  ０｝
                ａｎｋ              １０        --ヘッダ用のＭａｐ文
            ｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
                ｋａｎｊｉ          ２０        --本来のＭａｐ文
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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■範囲指定して変換

  ホスト→Ｗｉｎファイル変換で、０から数えて１０００番目のレコードから５００レコードだ
けを変換します。

        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                ＢＹ                 ~ＳｙｓＲｅｃＮｕｍ
            ｛Ｃａｓｅ  １０００．．１４９９｝
                ａｎｋ              １０        --通常のＭａｐ文
            ｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
              ｛Ｑｕｉｔ  ＲｅｃＳｋｉｐ，Ｃｏｎｔｉｎｕｅ｝
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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■４レコード毎に同じパターン

  ４レコード毎に同じパターンのレコードをくり返すファイルを変換します。

        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝
        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                ＢＹ                 ~ＳｙｓＲｅｃＮｕｍ￥￥４
            ｛Ｃａｓｅ  ０｝
                ａｎｋ              １０            --０番目のレコードのマップ
            ｛Ｃａｓｅ  １｝
                ｋａｎｊｉ          ２０            --１番目のレコードのマップ
            ｛Ｃａｓｅ  ２｝
                ｚｏｎｅｄｉｓｐ    ｕ５            --２番目のレコードのマップ
            ｛Ｃａｓｅ  ３｝
                ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｓ３．２        --３番目のレコードのマップ
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝



55

                                                       第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例
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第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例                                                       

■複合条件で抽出

  先頭の項目が’ＡＡ’で次々項目が’ＢＢ’のレコードだけ抽出変換します。
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        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｓｔｒ｝
                ａｎｋ              ２
            ｛Ｃａｓｅ  ’ＡＡ’｝
                ａｎｋ              ２
                ｋａｎｊｉ          １２
                ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｓｔｒ｝
                    ａｎｋ              ２
                ｛Ｃａｓｅ  ’ＢＢ’｝
                    ｛Ｃａｌｌ  抽出｝
                ｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
                    ｛Ｑｕｉｔ  ＲｅｃＳｋｉｐ，Ｃｏｎｔｉｎｕｅ｝
                ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
            ｛ＥｌｓｅＣａｓｅ｝
                ｛Ｑｕｉｔ  ＲｅｃＳｋｉｐ，Ｃｏｎｔｉｎｕｅ｝
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝

        ｛抽出：Ｐｒｏｃ｝
            ａｎｋ              １０
            ｋａｎｊｉ          ２０
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例                                                       

■複合条件と多重脱出

  先頭の項目が１０で次の項目が１０００のレコードだけを抽出変換します。
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                                                       第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例

        ＜パラメータファイルの記述＞
        ｛Ａｔｌａｓ  ９８｝

        ｛ｍａｉｎ：Ｐｒｏｃ｝
            ｛ｓ１：Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｕ３
            ｛Ｃａｓｅ  １０｝
                ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｕ３
                ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                    ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｕ５
                ｛Ｃａｓｅ  １０００｝
                    ｐａｃｋｄｉｓｐ    ｕ５
                    ｛Ｂｒｅａｋ  ｓ１，１｝
                ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝

            ｛Ｓｅｌｅｃｔ  Ｉｎｔ｝
                ＢＹ                 ~ＳｙｓＢｒｅａｋ
            ｛Ｃａｓｅ  ０｝
                ｛Ｑｕｉｔ  ＲｅｃＳｋｉｐ，Ｃｏｎｔｉｎｕｅ｝
            ｛ＥｎｄＳｅｌｅｃｔ｝
            ａｎｋ              １０        --通常のＭａｐ
            ｋａｎｊｉ          ２０
        ｛ＥｎｄＰｒｏｃ｝
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第４章  Ａｔｌａｓ９８の利用例                                                       
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                                                                   第５章  マップ解析

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第５章

　　　　　　　マップ解析
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第５章  マップ解析                                                                   

                       ５．１  マップ解析の機能

  Ｆ＊ＴＲＡＮ＋には、マップ解析（マップ設定の動作を確認する）の機能が実装されています。
通常は、この機能を使う必要はありませんが、意図した変換結果が得られない場合に、確認する
ことができます。
  マップ解析の機能を使うには、つぎの手順で行います。メニューバーの変換設定（Ｓ）→変換
設定（Ｓ）を実行し、つぎのウインドウを開きます。

                                                ①  ②

①変換設定の、□マップ解析のチェックボックスをＯＮにします。
②①のチェックボックスＯＮの状態でＯＫボタンをクリックすると、メニューバーの
  ツール（Ｔ）の中にある“マップ解析（Ｊ）”メニューが選択できるようになります。
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                                                                   第５章  マップ解析

  マップ解析には、つぎの機能があります。

■Ａｍダンプ（Ａｔｌａｓ／Ｍａｐ Ｄｕｍｐｅｒ）

  Ａｍダンプは、変換実行前のＡｍコード（マップ設定でコンパイルされた中間コード）をファ
イルに出力して確認する機能です。つぎの４つの中から目的に合ったメニューを選択し、出力す
るファイル名を指定して、実行します。

●Ａｍダンプバイナリモード（Ｂ）→ホスト→Ｗｉｎ（Ｇ）
  Ａｍダンプバイナリモード（Ｂ）→Ｗｉｎ→ホスト（Ｐ）

  Ａｍコードをそのままバイナリでファイルに出力します。

●Ａｍダンプテキストモード（Ｔ）→ホスト→Ｗｉｎ（Ｇ）
  Ａｍダンプテキストモード（Ｔ）→Ｗｉｎ→ホスト（Ｐ）

  Ａｍコードを逆コンパイルリストにしてファイルに出力します。

＜出力例＞マップ設定（詳細）ホスト→Ｗｉｎで”ＭｕｌｔｉＲｅｃ.Ｐ”を読み込み、
          Ａｍダンプテキストモード（ホスト→Ｗｉｎ）で出力する。

        {Atlas 98}
        {main:Proc}
            {Select Str}
                Ank    2
            {Case ' 2'}
                {Call map}
            {ElseCase}
                {Quit RecDone,Continue}
            {EndSelect}
        {EndProc}
        {map:Proc}
            Ank   2
            Kanji  8

        {EndProc}
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第５章  マップ解析                                                                   

■Ａｍトレース（Ａｔｌａｓ／Ｍａｐ Ｔｒａｃｅｒ）

  Ａｍトレースは、変換実行時に蓄えられたＡｍコード（マップ設定でコンパイルされた中間コ
ード）を、１ステップ毎のテキストリストにしてファイルに出力します。Ａｍトレースを採取す
る手順はつぎのとおりです。

  ①マップ解析メニューのＡｍトレースＯＮ（Ｏ）の項目を選択し、
    ＡｍトレースＯＮの状態にします。
  ②Ａｍトレースを採取するファイル変換を実行します。
  ③マップ解析メニューのＡｍトレース（Ａ）の項目を選択し、
    出力するファイル名を指定して、実行します。

＜出力例＞マップ設定（詳細）ホスト→Ｗｉｎで”ＭｕｌｔｉＲｅｃ.Ｐ”を読み込み、
          サンプルファイル”Ｐｌａｎｅｔ”を変換した後、Ａｍトレースで出力する。

C:¥FTRANP¥Planet → C:¥FTRANP¥Planet.get ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ変換．
                   -------------------------------------------------------------
        000000  0 {Atlas 98}
                   ----------------------------------------
        00000D  0 {main:Proc}
                   SysRecNum=0 SysReturn=0 SysBreak=0
                   ----------------------------------------
        00001A  1     {Select Str}
                       SysRecNum=0 SysReturn=0 SysBreak=0
                       ----------------------------------------
        000027  2        Ank    2
                          0 -
                          4F
                          01
                           1
                          . .
                          . .
                          ----------------------------------------
        00002E  2     {Case ' 2'} (不成立)

                       SysRecNum=0 SysReturn=0 SysBreak=0
                       ----------------------------------------
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